
2022 年度 JPO 試験のお知らせ 
 

 

JPO（Junior Professional Officer）派遣制度は、各国政府の費用負担を条件に国際機関が

若手人材を受け入れる制度で、外務省では本制度を通じて、35 歳以下の若手の日本人に対し、

原則 2 年間国際機関で勤務経験を積む機会を提供しています。 

 

2022 年度の JPO 試験の案内が外務省 HP に告知されましたので、原子力人材育成ネット

ワーク参加機関の皆様と関係の深い国際機関のリンクを下記のとおり、ご案内申し上げます。 

 

＜2022 年度(令和 4 年度)主な JPO ポストのリスト＞ 

外務省選考枠（二次試験を外務省において行う機関） 

  CTBTO（包括的核実験禁止条約機関） 

  https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/2022/jpo-list_ctbto.html 

  IAEA（国際原子力機関） 

  https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/2022/jpo-list_iaea.html 

 

国際機関選考枠（二次試験を各国際機関にて行う機関） 

  OECD（経済協力開発機構） 

  https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/2022/dl-data/jpo-list_oecd.pdf 

  

  尚、上記 OECD の中で NEA（原子力機関）からのポストは、以下の 2 つになります。 

  

No.9 Junior Innovation Analyst / NEA Technology Development and Economics 

Division（NEA 原子力技術開発・経済課） 

No.35 Junior Event Project Manager / NEA Safety Technology and Regulation 

Division（NEA 原子力安全技術・規制課） 

 

＜応募期間＞ 

 事前登録期間  ： 1 月 6 日（木）～3 月 7 日（月） 

 応募(書類送付)期間 ： 2 月 1 日（火）～3 月 7 日（月） 

 

詳細は、外務省国際機関人事センターの関連ページをご覧ください。 

 JPO 試験 | 外務省 国際機関人事センター (mofa-irc.go.jp)： 

https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/ 

 

お問い合わせ 

外務省 国際機関人事センター 

https://www.mofa-irc.go.jp/contact/contact.html 

 


